




し
た
。
被
害
に
つ
い
て
、「
相
談
す
る

ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
」

「
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
っ
た
」「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い

い
と
思
っ
た
」
な
ど
と
の
考
え
か

ら
、
相
談
し
た
人
が
半
数
に
留
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
相

談
先
と
し
て
、
友
人
、
家
族
が
そ
れ

ぞ
れ
32
％
で
、
次
い
で
警
察
が
6
・

5
％
、
医
療
関
係
者
が
4
・
1
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

男 

性
が
被
害
に
遭
う
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
女
性
の
被
害
者
が
圧
倒
的

に
多
い
〝
D
V
〞。平
成
24
年
の
内
閣

府
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の
約
３

人
に
1
人
が
配
偶
者
か
ら
何
ら
か
の

暴
力
を
受
け
、
13
・
4
％
が
命
に
危

険
を
感
じ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
子
ど
も
の
存
在
や
経
済
的
な

不
安
な
ど
か
ら
、
被
害
女
性
の
半
数

が
「
別
れ
た
い
が
別
れ
な
か
っ
た
」

と
い
う
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
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支
え
合
う
べ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
。
D
V
（
家
庭
内
暴
力
）
の
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
D
V
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
誰
も
が
被
害

に
あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
身
体
的
暴
力
だ
け
が
D
V
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
心
理
的
、
性
的
暴
力
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
普
段
の
言
葉
や
行
動

を
、
相
手
が
ど
う
受
け
取
る
か
、
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

D
om

estic V
iolen

ce
　

一 

方
、
こ
の
地
域
の
現
状
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

新
城
設
楽
駐
在
室
で
は
、
奥
三
河
に

住
む
被
害
者
の
援
助
を
し
て
い
ま

す
。
管
内
の
特
徴
は
、
身
体
的
暴
力

を
受
け
た
40
歳
代
の
被
害
者
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
他
地
域
に
比
べ
被

害
件
数
が

少
な
い
の

は
、
近
所

の
目
が
気

に
な
り
言

い
出
せ
な

い
、
田
舎

特
有
の
傾

向
も
あ
る

よ
う
で

す
。

　

配 

偶
者
か
ら
避
難
し
た
い
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
緊

急
の
場
合
、
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
が

一
時
保
護
を
し
て
く
れ
ま
す
。
一
時

保
護
所
で
は
、
2
週
間
し
か
滞
在
で

き
ず
、
外
出
や
外
と
の
連
絡
が
一
切

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
被
害
者
の
意

思
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
署
へ
被
害
届
を
提
出

す
れ
ば
、
相
手
方
の
暴
力
を
制
止
し

た
り
検
挙
し
た
り
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
被
害
女
性
は
、
混
乱
状
態

に
あ
り
、
D
V
の
確
信
が
持
て
な
い

で
相
談
に
訪
れ
ま
す
。
相
談
の
際
に

は
、
D
V
の
期
間
、
頻
度
や
受
け
た

時
の
対
応
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
す
。
被
害
状
況
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
後
に
保
護
命
令
が

出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　「DVかもしれない」と思った
ら、自分ひとりで悩んだり我慢し
たりせず、誰かに
相談することが大
切です。さまざま
な機関が、相談窓
口を設けています。

特 
集

参照：内閣府ホームページ

相談窓口

女性相談センター新城設楽駐在
室（新城保健所内）
　23‐8051
弁護士によるDV専門相談（無
料）
　052‐962‐2528

※毎週月曜日（祝日を除く）
　午後２時～３時30分
※第１・３・５月曜日は、女性弁
護士が担当

TEL

TEL

県への相談

新城警察署生活安全課　
　22‐0110TEL

警察への相談

女性悩みごと相談（電話も可）
　0120‐874‐412

※第2・4金曜日
　午前10時30分～午後２時30分

TEL

市への相談

殴る、蹴る、引きずり
まわす、物を投げつける

など

大声で怒鳴る、
罵る、脅す
など

女性の行動の制限、
友人に会わせない

など

生活費を渡さない、
働きに行かせない

など

性行為を強要する、
避妊に協力しない

など

まとめ

　今回、取材に応じてくだ
さった女性相談センターの担
当者は、「DVを受けたらそれ
を自覚し、一人で抱え込まな
いで！いつでも駆け込んでく
ださい！」とメッセージを
送っています。
　被害を受け続けないよう、
早めの相談が解決の近道で
す。

県内相談件数

1,544
（2）

H19 H20 H21 H22 H23 H24
（　）＝管内
※県内の件数は、名古屋市を除いています。

100

500

1000

2000

1500

1,900
（12）

2,178
（1）

2,001
（26） 1,757

（25）
1,768
（10）

県内一時保護件数

189
（0）

246
（1）

280
（0）

279
（0）

251
（1）

268
（1）

　

こ
の
会
話
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

10
代
・
20
代
の
恋
人
間
で
の
Ｄ
Ｖ

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」。激
し
い
束
縛
や
嫉
妬

な
ど
、
愛
情
表
現
と
思
い
込
み
、
自

分
が
当
事
者
と
気
づ
か
な
い
若
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
「
相
手
に
は
自
分

が
必
要
だ
と
思
っ
た
」「
こ
れ
以
上
は

繰
り
返
さ
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う

理
由
か
ら
、
交
際
相
手
と
別
れ
な
い

人
も
多
く
い
ま
す
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

メール
・ ・ ・

メ
ー
ル

早
く
返
信

し
ろ
よ
！

手
が
離
せ

な
く
て

・
・
・

俺のことどう
思っているんだ!

浮気しているのか？

俺のことどう
思っているんだ!

浮気しているのか？

俺のことどう
思っているんだ!

浮気しているのか？

俺のことどう
思っているんだ!

浮気しているのか？

　私の髪の毛を引っ張ってひき
ずり回したり、け飛ばしたり。
それで、私はもう動けなくなっ
て、警察を呼ぶこともできなく
て。外にもひきずり出されたり
して「このまま死ぬような事を
されて、それで死ぬんだ」と思
いました。それが一番怖かった
ことです。（30代）

DVの事例 その①
身体的暴力

　毎日のように、「能なし」と
いうようなことや、「お前は何
をしても稼げないんだ。偉そ
うなことを言うな」というよ
うなことを言うんです。何か
トラブルがあったら、「お前は
アホなんだから」というふう
に。けっこう自信をなくしま
したね。（20代）

DVの事例 その②
心理的暴力

社会的暴力経済的暴力

身体的暴力

心理的暴力性的暴力

暴力の
種類

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

ひとりで悩まないで!
次回は、消費生活に関する
内容を掲載します。

こ
の
特
集
は
、
市
民
編
集
委
員
が
企
画
し
ま
し
た
。

※写真はイメージです。
　本文とは関係ありません。
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　「平成25年愛知県広報コンクール」の審査
が行われ、「広報ほのか8月号」の表紙が、写
真部門で奨励賞を受賞しました。
◇審査講評
　広報紙の表紙は1枚写真が定番ですが、組
み写真で表紙を飾ったこの作品が目につきま
した。地元の県指定無形民俗文化財の３つの
写真が上手く構成され、上下の燃え盛る火が
効果的になっています。
　皆さんの笑顔・新城の風景など、素敵な写
真が撮れるよう頑張っていきますので、引き
続きご愛読ください。

「ほのか」奨励賞受賞

　「ほのか」を市民目線でより読みやすくするため、企画・編集に携わっていただいた市民編集
委員の鈴木信行さん、沓名幸子さん、渡邊早香さんが3月末で任期満了のため退任されました。
　平成26年度からは新たに駒田進さん、松下恒雄さん、竹下あけみさんの3人を迎え、現委員の
滝川多嘉子さん、加藤菜津子さん、田村友宏さんとともに広報紙の企画に取り組んでいきます。
新たに委員となった3人の意気込みを紹介します。

　三十年以
上前からサ
ラリーマンを
しながら休
日には作手に通って自家
用の椎茸栽培をしてきま
した。そして住居も移して
今年で13年目。新城市
について今興味を持って
いるのが、いわゆる「まち
おこし」です。「いいね新
城」の魅力を知りたいと
思い市民編集委員をや
らせていただくことに
しました。

駒田　進さん
（ペンネーム：樹音）

　読んでい
ただける皆さ
ま方の心に
残る記事。
「夢のような高い目標」
を目指す無謀な私でござ
います。四季折々の豊か
な自然と共にこの新城市
で生活している私。市民
編集委員をさせていただ
くことで、多くの人たちと
の「一期一会」の出会い
を楽しみにしています。ど
うかよろしくお願い
いたします。

松下恒雄さん

　イベントに
参加させてい
ただく機会の
多い私です
が、「ほのか」を通じ、
新城や奥三河地方にし
かない魅力的な行事を
知っていただくだけでな
く、足を運び参加してい
ただけるようになったら嬉
しいです。

竹下あけみさん

新しい市民編集委員を紹介しますおいしいな
だいじなお水
ごくごくり
（平成26年度水道週間スローガン）

水道課　　　　23‐7645TEL問 本

地域整備課　　32‐1988TEL鳳

地域整備課　　37‐2297TEL作

６
月
1
日
㈰
〜
7
日
㈯
は

水
道
週
間
で
す
!

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
安
全
で
、
お
い

し
い
水
が
出
る
の
が
当
た
り
前
だ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
雨
不
足
に
よ

る
渇
水
や
地
震
な
ど
の
災
害
で
蛇
口

か
ら
出
る
水
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

出
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
川
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
災
害
時
の

飲
料
水
確
保
な
ど
を
心
掛
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
市
内
の
小
学

4
年
生
を
対
象
に
環
境
出
前
授
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
授
業

で
は
、
水
道

講
座
と
施
設

見
学
を
行

い
、
水
道
の

基
礎
知
識
や

水
資
源
の
大

切
さ
を
学
ん

で
い
た
だ
き

ま
す
。

　
宅
内
給
水
管
の
破
損
や
老
朽
化
の
進
行

に
よ
り
漏
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
漏

水
の
有
無
は
、
ご
自
分
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
宅
に
あ
る
全
て
の
蛇
口

を
完
全
に
止
め
て
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

（
量
水
器
）
の
ふ
た
を
開
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
銀
色
の
円
形
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回

転
し
て
い
た
ら
漏
水
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
、
修
理

し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
用
は
所
有
者
の

負
担
に
な
り
ま

す
。

　
漏
水
原
因
が
埋

設
管
の
破
損
な
ど

に
よ
る
も
の
で
、

漏
水
の
発
見
が
困

難
で
あ
っ
た
場
合
に
は
水
道
料
金
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
水
道

メ
ー
タ
ー
の
定
期
的
な
確
認
や
機
器
の
設

置
業
者
な
ど
へ
点
検
を
依
頼
す
る
な
ど

し
、
漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。（
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
器
具
の
不
具
合

に
よ
る
も
の
や
、
温
水
器
、
給
湯
器
な
ど

機
器
の
故
障
に
よ
る
漏
水
に
つ
い
て
は
軽

減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
宅
内
漏
水
は
な
い
の
に
以
前
に

比
べ
て
水
圧
が
弱
く
な
っ
た
場
合
は
、
本

管
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
水
道
課

や
各
総
合
支
所
地
域
整
備
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
速
や
か
に
検
針
が
で
き
る
よ
う
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

い
た
り
、
水
や
泥
が
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
周
辺
に
犬
が
つ
な
い
で

あ
る
場
合
に
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
に
近
づ
け
な
い
よ
う
離
し
て
つ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
水
質
検
査
計
画
は
、
検
査
を
適
正

に
行
う
た
め
、
水
質
検
査
地
点
や
水

質
検
査
項
目
お
よ
び
検
査
頻
度
な
ど

に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。
水
質

検
査
結
果
を
適
正
に
評
価
し
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
次

年
度
以
降
の
計
画
の
見
直
し
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

　
水
質
検
査
結
果
と
平
成
26
年
度
の

水
質
検
査
計
画
は
、
水
道
課
、
各
総

合
支
所
地
域
整
備
課
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
を
大
切
に

検
針
に
ご
協
力
を
！

宅
内
漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

平
成
26
年
度
新
城
市

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

環
境
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す

ここが回っていると
宅内漏水しています。
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　主な活動場所は作手地区で、高原野菜の栽培を通
して農業技術を習得します。また、都市部と農村部
の住民との交流事業や、作手地区のコミュニティー
と一緒に地域の活性化事業に携わります。将来的に
は、就農し、定住することを考えています。

企画課　　23‐7620TEL問 本

 大学院生時代に、市内各所で過去の水力発電事業に
ついて調査、研究をしてきました。その結果、明治末
期から昭和中期にかけての水力発電事業が大小30カ所
を超えることを知りました。これは、市が当時「小水
力発電の先進地」であり、その多くの小水力発電は地
域の人々 が原動力の中心であったことを表します。
　これらの小水力発電施設の経験を参考にしつつ今も
多く残る当時の遺構を利用して、地域の皆さんと一緒
に小水力発電事業を普及していけたらと思います。

　農業技術の習得のほか、作手地区の方と
の交流を通して、情報発信していきたいで
す。また、栄養士の経験を生かし、地元産
の食材を使った料理を考案し、市内外の方
に食べていただけるような活動を実施した
いです。
　私自身も楽しみながら、作手地区が誰も
が心地よい場所として集まれるよう取り組
んでいけたらと思います。

浅井理孝 隊員
あさ  い  まさ たか

29歳、前住所地：名古屋市

 新城市に生まれ育ち、高校卒業後市外
へ移住しました。時折帰省する際、新城
市が以前より寂しくなっていると感じ、
故郷新城への恩返しが何かできないかと
考え、地域おこし協力隊になりました。
　新城市が元気になるために、常にアウ
トドアスポーツを気軽に楽しめる環境整
備に尽力したいと思います。

山田辰徳 隊員
やま   だ  たつ のり

37歳、前住所地：豊川市
山田辰徳 隊員
やま   だ  たつ のり

37歳、前住所地：豊川市

鈴木孝浩 隊員
29歳、前住所地：みよし市

すず   き  たか ひろ

藤田真利 隊員
24歳、前住所地：名古屋市

ふじ  た    ま    り

　家庭菜園をしていく中で、農業で生計を立て
ることを学びたい、という想いが強くなりまし
た。また、イベントを企画することが好きで、
講演会やアウトドアイベントなどを実施してき
ました。そのような経験を生かし、地域の方々
と協力して、作手に人を呼び込むイベントを企
画したいです。
　地域の人や作手の魅力、農業や狩猟といっ
た、作手の体験を発信したいと思います。

農業振興活動

　主な活動場所は鳳来地区で、本市の自然を生かし
たアウトドアスポーツを観光資源とし誘客するため
の土壌づくりを行います。また、アウトドアスポー
ツに関する情報発信や地域に根付いた観光として展
開するための調査・企画などを行います。将来的に
は、スポーツイベントの企画運営など、起業にもつ
なげることを考えています。

スポーツ観光振興活動

　隊員の事務室を新城地区に置き、本市の再生可能
エネルギーの普及促進（主に小水力発電の導入）を
行います。具体的には、市内数カ所へ再生可能エネ
ルギー導入のためのモデル地区を選定し、導入に向
けた各種調整や売電方法などの研究をします。

再生可能エネルギー普及促進活動

　地域おこし協力隊は、人口減
少や高齢化などの進行が著しい
地方で、地方自治体が都市住民
を受け入れ、地域力の維持・強
化を図っていくことを目的とす
る取り組みです。委嘱された隊
員には、一定期間以上、農林漁
業の応援、水源保全・監視活
動、住民の生活支援など、各種
の地域協力活動に従事してもら
います。　　

　市は、総務省が支援するこの
制度を活用し、農業振興活動、
再生可能エネルギー普及促進活
動、スポーツ観光振興活動に、
都市部住民４人を受け入れ、地
域への定住・定着を図ります。
　この特集では、隊員の活動内
容や抱負を紹介します。



・
任
意
の
用
紙
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

職
業
、
連
絡
先
と
回
答
の
方
法

（
郵
送
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を

記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
政
モ
ニ

タ
ー
募
集
の
あ
い
ち
簡
易
電
子
受

付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
こ
の
サ
ー
ビ
ス

で
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
モ
ニ

タ
ー
期
間
中
は
同
一
ア
ド
レ
ス
を

使
用
す
る
も
の
と
す
る
）

６
月
30
日
㈪
必
着
（
当
日
消
印
有

効
）

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所　
秘
書
広
報
課

　
23
‐
７
２
９
６

NEWS SPOTニューススポット

新

城

地

区

舟

着

地

区

鳳
来
東
部
地
区

作
手
南
地
区

千

郷

地

区

東

郷

地

区

八

名

地

区

鳳
来
中
南
部
地
区

鳳
来
北
西
部
地
区

作
手
北
地
区

会

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

東
新
町

吉

川

ド
ウ
デ
イ

野

郷

中
市
場

牛

倉

黒

田

内
金
下

玖
老
勢

菅

沼

長

坂

山

口

鈴

木

小

澤

伊

藤

夏

目

白

井

田

中

森

下

河

合
富
雄

康
男

延
良

竜
史

匡
人

利

一

尚
夫

泰
行

俶
明

敎
司

市民自治推進課　　23‐7692問 本 TEL

問 TELしんしろ助産所　　32‐1050

平成26年度　代表区長会

代表区長が決まりました

※敬称略

　
平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
）

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

人
事
課
（
旧
市
民
体
育
館
２
階
）、

市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

６
月
19
日
㈭
〜
27
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

人
事
課

　しんしろ助産所で
は、５月１日㈭から分
娩利用対象者を従来の
ローリスク経産婦に加
え、出産するときの年
齢が34歳以下のロー
リスクの初産婦に拡大
しました。
　ローリスクの判定
は、妊娠初期リスク自己評価表（風疹抗体が
ない場合を除きます）に基づきます。評価表
は市ホームページからもご覧いただけます。
　詳細は、しんしろ助産所へお問い合わせく
ださい。

第
1
次
試
験

７
月
27
日
㈰

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性
検

査
※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

市
職
員
募
集
（
大
卒
・
短
大
卒
・
実
務
経
験
者
・
障
害
者
）

TEL

人
事
課
　　
23
‐
7
6
1
9

問
申

本

時

所所

所内

時
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職
種
な
ど

一
般
行
政
職

（
事
務
・
技
師
）

30
歳
以
下
で
、
大
学
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

30
歳
以
下
で
、
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る
方

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

30
歳
以
下
で
、
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

45
歳
以
下
で
、
看
護
師
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

30
歳
以
下
で
、
臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

40
歳
以
下
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行

が
可
能
な
方

一
般
行
政
職

（
障
害
者
）

保
育
士
･

幼
稚
園
教
諭

保　
健　
師

看　
護　
師

臨
床
工
学
技
士

10
人
程
度

３
人
程
度

１　
人

10　
人

若
干
名

59
歳
以
下
で
、
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
し
、
平

成
26
年
５
月
末
ま
で
に
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
の
実
務
経
験
が

３
年
以
上
あ
り
、
そ
の
知
識
経
験
を
生
か
し
て
ク
ラ
ス
を
受
け
持
つ
こ
と
が

で
き
る
方

保
育
士
･

幼
稚
園
教
諭

（
実
務
経
験
者
）
5
人
程
度

若
干
名

30
歳
以
下
で
、
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

臨
床
検
査
技
師

１　
人

30
歳
以
下
で
、
理
学
療
法
士
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

理
学
療
法
士

若
干
名

30
歳
以
下
で
、
作
業
療
法
士
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

作
業
療
法
士

若
干
名

30
歳
以
下
で
、
言
語
聴
覚
士
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

言
語
聴
覚
士

１　
人

人　
数

受
験
資
格
（
年
齢
・
学
歴
・
免
許
な
ど
）
※
年
齢
は
平
成
27
年
３
月
末
現
在

助産所で初産の分娩が
できるようになりました

内定対

応〆

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

時所持他
　
健
康
診
査
は
保
険
者
が
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
新
城
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
保
健
指

導
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
愛
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
委
託
を
受
け
て
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

　
次
の
要
領
で
該
当
者
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
年
に
一
度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

６
月
〜
10
月

市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院
を
除

く
）

受
診
券
、
問
診
票
、
保
険
証

・
健
診
は
、
受
診
日
に
保
険
資
格
が

喪
失
し
て
い
た
場
合
、
受
診
券
が

あ
っ
て
も
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
の

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方

は
、
受
診
券
の
配
布
は
あ
り
ま
せ

ん
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
実
施
し
ま
す

健
康
課
（
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）　　
23
‐
8
5
5
1

問

TEL

平成26年度　特定健診・後期高齢者健診実施予定一覧表

※昭和14年６月・７月・８月生まれの方は、誕生月の翌月に後期高齢者健診の受診券を送付します。

受診券
発行月 健診種類 対象者 対象年齢

10月31日㈮

特定健診５月下旬

６月下旬 後期高齢者
健診

負担金

1,000円

無料

受診期限

４月１日現在、新城市国民
健康保険の被保険者
（昭和14年９月１日
～昭和50年３月31日生）

40歳から74歳ま
での方

・75歳以上の方
・65歳以上で一定
の障がいのある方

５月31日現在、市内に住所
を有する後期高齢者医療保
険の被保険者

TEL

秘
書
広
報
課
　　
23
‐
7
6
2
3

問
申

本
FAX

〜
皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
〜

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き

し
、
市
政
運
営
に
役
立
て
る
た
め
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期８

月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
の

１
年
８
カ
月

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
（
年
４
回
程
度
で
、
選
択
と
自

由
意
見
記
入
形
式
）

１
０
０
人
以
内

（
内
訳
）
公
募
と
無
作
為
抽
出

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
区
、

年
齢
、
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
選
出
し
ま
す
。

・
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
４

月
１
日
現
在
）

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

員
、
地
方
議
会
議
員
で
な
い
方

・
平
成
24
・
25
年
度
に
市
政
モ
ニ

タ
ー
を
さ
れ
て
い
な
い
方

謝
礼　ア

ン
ケ
ー
ト
１
回
に
つ
き
、
５
０

０
円
の
図
書
カ
ー
ド
を
実
績
に
応

じ
進
呈
し
ま
す
。



　
あ
す
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
な
ど
の
巨
大
地
震
に
備
え
、
市
で

は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命
、
財
産

を
地
震
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
事
業

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業

　
耐
震
診
断
員
（
愛
知
建
築
士
会
）

が
ご
自
宅
に
伺
い
、
無
料
で
耐
震
診

断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
建
物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
木
造
２
階
建

て
以
下
で
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝

統
構
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ

り
、
就
寝
す
る
部
屋
が
あ
る
も
の
で

す
。

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　
非
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
行
う
非

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
対
象
建
物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
非
木
造
住
宅

の
一
戸
建
て
住
宅
、
長
屋
お
よ
び
共

同
住
宅
で
あ
る
も
の
で
す
。

　
補
助
金
額
は
、
戸
建
て
住
宅
は
上

限
８
万
６
千
円
、
共
同
住
宅
は
上
限

１
０
０
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
耐
震

評
点
が
０
・
７
未
満
（
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
）
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

を
１
・
０
以
上
（
一
応
倒
壊
し
な

い
）
に
、
０
・
７
以
上
１
・
０
未
満

（
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
と
判

定
さ
れ
た
住
宅
を
０
・
３
以
上
評
点

を
上
げ
る
耐
震
補
強
工
事
と
建
築
士

に
よ
る
補
強
計
画
設
計
作
成
費
用
に

対
し
、
上
限
１
２
０
万
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

　
耐
震
評
点
が
０
・
７
未
満
と
判
定

さ
れ
た
住
宅
を
段
階
的
な
改
修
と
し

て
、
評
点
０
・
７
以
上
に
す
る
耐
震

補
強
工
事
と
建
築
士
に
よ
る
補
強
計

画
設
計
作
成
費
用
に
対
し
、
上
限
60

万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

耐
震
関
連
地
域
経
済
活
性
化
推
進

事
業
奨
励
金

　

市
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

行
っ
た
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

の
改
修
計
画
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事

を
行
っ
た
市
内
業
者
の
方
に
対
し
、

耐
震
改
修
計
画
お
よ
び
耐
震
改
修
工

事
１
件
に
つ
き
５
万
円
分
の
商
品
券

（
市
商
工
会
が
発
行
す
る
共
通
お
買

物
券
「
い
ー
じ
ゃ
ん
」）を
交
付
し
ま

す
。耐震

改
修
時
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
補
助

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
木
造
住
宅
の

う
ち
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ
た

も
の
で
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
事
業
に
併
せ
て
行
う
高
齢
者
な
ど

が
同
居
す
る
居
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
に
対
し
上
限
20
万
円
ま
で
補
助

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
長
寿
課　
23
‐
７
６
８

８
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
時
省
エ
ネ
住
宅
改
修
支

援
事
業
補
助

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
木
造
住
宅
の

う
ち
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ
た

も
の
で
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
事
業
を
行
う
建
物
か
つ
市
が
実
施

す
る
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
受
け
、

省
エ
ネ
改
修
の
必
要
な
住
宅
に
対

し
、
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
、
上
限
20
万
円
ま
で

補
助
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

課　
23
‐
７
６
９
０
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
促
進
税
制

所
得
税
額
の
特
別
控
除

　
耐
震
改
修
に
係
る
標
準
的
な
費
用

の
金
額
の
10
％
相
当
、
上
限
25
万
円

ま
た
は
20
万
円
ま
で
控
除
さ
れ
ま

す
。（
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
額

に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
な
ど
の
う

ち
、
消
費
税
引
き
上
げ
後
の
８
％
ま

た
は
10
％
の
税
率
に
よ
り
課
さ
れ
る

消
費
税
額
な
ど
が
含
ま
れ
る
場
合
は

上
限
25
万
円
と
な
り
ま
す
。
消
費
税

引
き
上
げ
前
の
５
％
の
税
率
に
よ
る

も
の
に
つ
い
て
は
上
限
20
万
円
と
な

り
ま
す
）

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置

　
固
定
資
産
税
額
が
一
定
期
間
、（
１

戸
あ
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
に

限
る
）
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま

す
。

耐
震
相
談

無
料
住
宅
耐
震
相
談

　
毎
月
第
３
土
曜
日
に
都
市
計
画
課

で
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
愛
知
建
築
士
会
の
建

築
士
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

NEWS SPOT ニューススポット
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NEWS SPOTニューススポット

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
ご
案
内

TEL

都
市
計
画
課
　　
23
‐
7
6
4
0
　
　
地
域
整
備
課
　　
32
‐
1
9
7
7
　
　
地
域
整
備
課
　　
37
‐
2
2
9
7

問
申

本

TEL

鳳

TEL

作
　
県
で
は
平
成
32
年
度
ま
で
に
、
建

築
物
の
耐
震
化
率
95
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
木
造
住
宅
の
耐

震
化
促
進
を
図
る
た
め
、
対
象
地
区

を
設
定
し
て
職
員
が
対
象
者
宅
を
訪

問
し
、
事
業
の
説
明
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

６
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

対
象
地
区

【
新
城
】

小
畑
・
中
宇
利
・
黒
田
・
一
鍬

田
・
八
名
井
・
吉
川
地
区
（
予

定
）

【
鳳
来
】

竹
ノ
輪
地
区
（
予
定
）

対
象
者

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
着
工
の

木
造
住
宅
を
所
有
さ
れ
る
方　

訪
問
者

都
市
計
画
課
職
員

※
職
員
が
訪
問
し
た
と
き
、
代
金
を

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

TEL

TEL

時 木
造
住
宅
耐
震
事
業
促
進

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
の
お
知
ら
せ

市政番組
「いいじゃん新城」

TEL

秘書広報課
　23‐7623　　23‐7296
hisho-2@city.shinshiro.lg.jp

問申 本

FAX

em

　　夏休みの思い出作りに、市政番
組「いいじゃん新城」で子どもナビ
ゲーターを体験してみませんか。
撮影日　夏休み期間中
　市内在住の小学４～６年生
※４年生以上の小学生が入っていれ
ば、３年生以下の小学生の兄弟も
一緒に出演できます。

※一人または兄弟でご応募くださ
い。友達同士での応募はご遠慮く
ださい。

　４組
※応募多数の場合は、抽選を行いま
す。

子ども
ナビゲーター募集

子ども
ナビゲーター募集

申込期間　６月２日㈪～７月４日㈮
電話、ファックス、Eメールでご
連絡ください。

・市内撮影現場への送迎および撮影
時は、保護者の方が同伴してくだ
さい。

・７月後半に説明会を予定していま
すので、説明会には保護者の方も
出席してください。

・番組編成により出演時間に差があ
る場合があります。

対

定

他

応

木
造
住
宅
取
壊
し
工
事
費
補
助
事
業

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
耐
震

評
点
が
０
・
７
未
満
と
判
定
さ
れ
た

住
宅
を
建
替
え
る
目
的
で
取
壊
す
工

事
費
に
対
し
、
上
限
20
万
円
ま
で
補

助
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

費
補
助

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
耐
震

評
点
が
０
・
７
未
満
と
判
定
さ
れ
た

住
宅
に
、
減
災
を
目
的
と
し
て
住
宅

内
に
設
置
す
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
に
か
か
る
費
用
、
上
限
30
万
円

ま
で
補
助
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
補
助
金
も
、
必
ず
着
手

す
る
前
に
都
市
計
画
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。



TELスポーツ課　　23‐7653問申 本

TEL

TEL
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　小・中学生を対象としたスポーツ教室です。
種目によって異なりますので、お問い合わ
せください。

種目
バレーボール、ソフトバレーボール、卓
球、柔道、グラウンド・ゴルフ、陸上競
技、ソフトテニス、ゲートボール、日本拳
法、ダーツ、サッカー、空手
小・中学生（競技によって異なります）
600円／人（保険代含む）

※１人で複数種目申し込みできます。
申込期間
６月２日㈪～20日㈮
平日の午前８時30分～午後５時15分

　スポーツ課へお申し込みください。

対

時

￥

応

時

所

内

時

所

対

￥

定

応

時

所

対

￥

定

応

持

他

夏休み少年スポーツ教室

　泳ぎが苦手な児童を対象とした水泳教室を開
催します。
７月31日㈭～８月２日㈯
スポーツボックス新城
泳げない（15ｍ以下）児童（小学１～３年生）
210人

※定員になり次第締め切り
1,000円（保険代含む）
スポーツボックス新城へ申込用紙を提出して
ください。

申込期間
６月７日㈯～14日㈯
平日は午前10時～午後９時30分
土曜日は午前10時～午後８時30分

※日曜定休

時

所

￥

毎月第２土曜日　午前９時～11時
ふれあいパークほうらい
800円（保険代含む）

水泳教室参加者募集

　スポーツと懐かしい遊びが大集合！ご家
族や友達と一緒にご来場ください。
６月７日㈯　午前10時～午後２時
新城総合公園内

・昔の遊びコーナー
竹馬、ゴムまり、フラフープ、竹とん
ぼ、コマ回し、めんこなど

・ニュースポーツとスポーツ体験コーナー
クロリティー、ペタンク、ダーツ、グラ
ウンド・ゴルフ体験・大会、野球体験・
大会、テニス教室、ゲートボール体験、
弓道大会・講習会

・体力測定コーナー
握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
跳び、20ｍシャトルラン、立ち幅跳び

※種目は、変更することがあります。
グラウンド・ゴルフ大会は参加料500円
が必要です（小・中学生を除く）。

つくしんぼうスポレク祭

　初心者・経験者を問いません。みんなで
楽しく汗を流しましょう。
７月１日㈫～29日㈫
毎週火曜日
午後７時30分～９時30分
千郷中学校体育館

※２回目以降は随時連絡
中学生以上
20人
1,000円（保険代含む）
ラケット、シューズ
スポーツ課または下の協会理事へお申し
込みください。
　090‐5620‐3078（梶村）
　090‐5858‐8182（鈴木）

申込期間
６月25日㈬まで
平日の午前８時30分～午後５時15分

バドミントン教室受講生募集

スポーツを楽しもう!スポーツを楽しもう!スポーツを楽しもう!スポーツを楽しもう!

こどもすぽーつくらぶ員募集



em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

催
し・行
事

　　
　
農
業
課
　
　
23
‐
7
6
3
2

　
四
谷
千
枚
田
を
歩
き
な
が
ら
自

然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
緑
豊
か
な
千
枚
田
を
眺
め
な

が
ら
、
お
茶
を
楽
し
め
る「
ち
ゃ
・

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
21
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

四
谷
千
枚
田
と
海
源
寺

自
然
観
察
会

千
枚
田
保
存
会
小
山
舜
二
氏

８
０
０
円
（
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
代
込
み
）

農
業
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

６
月
13
日
㈮

ち
ゃ
・
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
中

根
め
ぐ
み
氏
、
鈴
木
克
也
氏

５
０
０
円
（
お
菓
子
付
き
）

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

　
「
四
谷
千
枚
田
で
生
き
物
を
観

察
し
よ
う
」

６
月
１
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

四
谷
千
枚
田
周
辺
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催
し・行
事

催
し・行
事

募
集
募
集

そ
の
ほ
か

そ
の
ほ
か

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
「
三
人
で
三
銃
士
」
楽
し
い

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

６
月
28
日
㈯

午
後
２
時

新
城
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

前
売
券
（
全
席
自
由
）

一
般　
　
　
　
１
，
０
０
０
円

中
学
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

前
売
券
は
新
城
文
化
会
館
な
ど

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　市では、子どもと市民が
共に過ごし、共に学び、共
に育つ、「共育」を展開して
います。
　６月15日㈰は、第3回「共育の日　学校
公開日」です。
　この日は、市内全ての小・中学校が一斉
に学校公開します。学区に関係なく、どの
学校でもどなたでも参観することができま
す。ぜひ、お出かけください。

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

新城駅すぐ、初回相談無料
「音の出る遺書」　ハッピーエンディングメロディー　好評発売中

催
し・行
事

千
枚
田
入
口
駐
車
場

学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

40
人

大
人　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
２
０
０
円

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

野
外
観
察
の
で
き
る
服
装

　
　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
5
4

　
野
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
新

緑
に
映
え
る
市
の
花
「
サ
サ
ユ

リ
」
を
観
察
し
ま
す
。
難
し
い
と

さ
れ
る
栽
培
方
法
も
学
び
ま
す
。

山
野
草
な
ど
の
植
物
だ
け
で
な
く

野
鳥
や
昆
虫
の
観
察
も
し
ま
す
。

親
子
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
。
初
夏

の
青
年
の
家
周
辺
を

さ
わ
や
か
に
歩
き
ま

せ
ん
か
。

６
月
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
（
受
付
午
前
９
時
15
分
〜
）

※
小
雨
決
行

新
城
青
年
の
家

伊
丹
晴
生
氏
、
水
谷
英
夫
氏

無
料

６
月
２
日
㈪

軽
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

時所

時内定￥応〆 対 所

集講時所講 定￥持他￥持 〆

遺言・遺産分割協議書★出前セミナー・相談会 歓迎！

時所￥他

時所講講 ￥￥ 応〆

芝
居
屋

杜
川
リ
ン
タ
ロ
ウ
出
張
公
演

四
谷
千
枚
田
で
「
自
然
観
察
会
」
と

「
ち
ゃ
・
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
開
催

問
本

TEL

親
子
自
然
観
察
会

「
市
の
花 

サ
サ
ユ
リ
観
察
会
」

問
申

本
TEL

問
本

TEL

（コメダ珈琲 隣）
新城市片山 バイパス沿い

軽さと涼しさを感じて下さい
礼服夏

の
夏
の

手
当
て

手
当
て

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集

そ
の
ほ
か

募
集

催
し・行
事

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

培
技
術
、
肥
料
・
農
薬
の
使
用
方

法
、
野
菜
の
販
売
方
法
な
ど
分
か

ら
な
い
方
を
対
象
に
、
し
ん
し
ろ

農
業
塾
を
開
講
し
ま
す
。

８
月
28
日
〜
平
成
27
年
８
月
13
日

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

講
義　
愛
知
東
農
業
協
同
組
合

実
習　
黒
田
地
内

各
自
に
区
画
を
割
り
当
て
実
習
を

行
い
ま
す
。
栽
培
品
目
は
キ
ャ
ベ

ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
葉
菜
類
、
果
菜

類
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

・
小
規
模
経
営
を
目
指
す
方

・
１
年
間
塾
に
参
加
で
き
、
圃
場

の
管
理
が
で
き
る
方

・
税
の
滞
納
の
な
い
方

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

年
間
１
万
円

参
加
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
し
て
い
た
だ
く

か
、
左
記
の
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
を
農
業

振
興
対
策
室
、
鳳
来
・
作
手
地

域
整
備
課
、（
公
財
）
農
林
業
公

社
し
ん
し
ろ
、
愛
知
東
農
業
協

同
組
合
、
市
内
営
農
セ
ン
タ
ー

へ
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

し
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳

来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限

必
要
書
類

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写

し
（
父
母
な
ど
の
う
ち
所
得

が
高
い
方
）

※
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
不
要
で
す
。

・
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
、
市
外
に
居
住

さ
れ
て
い
た
方
の
み
必
要
） 

※
そ
の
ほ
か
に
も
受
給
者
の
状
況

に
応
じ
て
書
類
の
提
出
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
市
民
自
治
推
進
課

　
　
　
23
‐
7
6
9
2

　
　
　
23
‐
7
6
9
4
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市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
後
期
の
策
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン

は
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
社

会
に
参
画
す
る
た
め
の
施
策
を
総

合
的
効
果
的
に
推
進
す
る
も
の
で

す
。
今
年
度
は
、
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
策
定
に
、
あ
な
た

も
関
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

20
歳
以
上
の
方

10
人
以
内

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
月
６
日
㈮

　
　
　
農
業
振
興
対
策
室

　
　
　
　
23
‐
7
6
1
0

　
農
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
も
栽

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す

TELFAX

〆 応 対定 em

児
童
手
当
に
つ
い
て

こ
ど
も
未
来
課
　
　
23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課
　
　
　
32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課
　
　
　
37
‐
2
2
7
9

TELTELTEL

問
本鳳作

第3回「共育の日 学校公開日」
と も  い く

学校教育課　　23‐7652問 本 TEL

募
集

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

問
申

TEL

問
申

本
し
ん
し
ろ
農
業
塾

第
２
期
生
を
募
集
し
ま
す

TEL

問
申

本

対
象
児
お
よ
び
支
給
月
額

※
第
３
子
以
降
と
は
、
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
（
高
校
卒
業
ま
で
）
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
ど
も
の
中
で
３
番
目
以
降
の

子
ど
も
の
こ
と
で
す
。

手
当
の
支
給
日

６
月
５
日
㈭
（
２
〜
５
月
分
）

10
月
３
日
㈮
（
６
〜
９
月
分
）

２
月
５
日
㈭
（
10
〜
１
月
分
）

振
込
先
を
変
更
し
た
方
へ

　

振
込
先
を
変
更
し
た
場
合

は
、
支
給
日
の
20
日
前
ま
で
に

こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳
来
・

作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
請

書
な
ど
を
６
月
初
め
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

３
歳
未
満（一律
）
１
万
５
千
円

１
万
円

１
万
５
千
円

５
千
円

中
学
生（一律
）

所得制限内
３
歳
以
上

小
学
校

修
了
前

第
１
子

第
２
子

※
第
３
子

　
以
降

１
万
円

所
得
制
限
限
度
額
以
上

所
得
制
限
限
度
額

６
２
２
万
円

６
６
０
万
円

６
９
８
万
円

７
３
６
万
円

０
人

４
人
以
上

扶
養
親
族

な
ど
の
数

１
人

２
人

３
人

扶
養
親
族
が
１
人
増
す

ご
と
に
38
万
円
加
算

分
〜
午
後
０

分
〜
午
後
０
時時
3300

い   

た 

み 

は 

る   

お

み 

ず 

た 

に 

ひ 

で   

お

こ   

や 

ま
し
ゅ
ん 

じ

す 

ず   

き   

か 

つ   

や

な 

か

ね



そ
の
ほ
か

募
集

募
集

手
当
て

そ
の
ほ
か

そ
の
ほ
か

募
集

手
当
て

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

催
し・行
事

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集
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１
．
危
険
性

　
ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

40
度
で
も
気
化
し
、
静
電
気
の
よ

う
な
小
さ
な
火
源
で
も
引
火
し
爆

発
的
に
燃
焼
す
る
物
質
で
す
。

２
．
噴
出
な
ど
事
故
防
止

　
ガ
ソ
リ
ン
噴
出
は
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
ず
容
器
の

エ
ア
抜
き
を
し
て
か
ら
フ
タ
を
開

け
て
く
だ
さ
い
。
高
温
の
場
所
で

の
保
管
は
容
器
の
内
圧
が
高
ま
り

非
常
に
危
険
で
す
。
給
油
す
る
農

業
機
械
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
が
稼
働

し
た
ま
ま
だ
と
大
変
危
険
で
す
の

で
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て

く
だ
さ
い
。

　
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
、
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

３
．
容
器

　
基
準
に
適
合
し
た
容
器
を
使
用

し
て
不
必
要
な
保
管
は
極
力
控
え

て
く
だ
さ
い
。

　
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で

す
。

４
．
購
入

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
利
用

者
が
自
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に
入

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ス
タ

ン
ド
従
業
員
に
お
願
い
し
て
く
だ

さ
い
。

５
．
容
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
パ
ッ
キ
ン
の
劣
化
、
キ
ャ
ッ
プ

の
締
め
方
の
不
備
な
ど
注
入
口
か

ら
危
険
物
が
漏
え
い
す
る
事
故
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
時
に
は
、
容
器
の

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
適
正
な

取
り
扱
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
危
険
物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
に

関
し
て
は
、
消
防
本
部
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
予
防
課

　
　
　
22
‐
4
8
0
2

　

６
月
８
日
㈰
か
ら
14
日
㈯
ま

で
、
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
全
国
的
に
危
険
物
安
全
週

間
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
推
進
標
語
は

「
危
険
物

　
　
　
読
み
は
ま
っ
す
ぐ

　
　
　
　
　
ゼ
ロ
災
害
」
で
す
。

　
危
険
物
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油

と
い
っ
た
自
動
車
用
燃
料
を
は
じ

め
、
て
ん
ぷ
ら
油
、
化
学
工
場
で

使
わ
れ
て
い
る
薬
品
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
な
危
険
物
が
私
た
ち
の
身
近

に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

車
や
農
業
機
械
な
ど
の
燃
料

で
、
一
般
に
広
く
使
わ
れ
る
危
険

物
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
と
容
器
の
取

り
扱
い
を
説
明
し
ま
す
。

危
険
物
安
全
週
間
が

始
ま
り
ま
す

　
　
議
事
調
査
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
7

　
市
議
会
６
月
定
例
会
の
様
子
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

放
送
日
時

６
月
18
日
㈬　
一
般
質
問

６
月
19
日
㈭　
一
般
質
問

６
月
20
日
㈮　
一
般
質
問（
予
備
日
）

　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
中
継
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
4

　
平
成
27
年
成
人
式
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

午
後
１
時
30
分

新
城
文
化
会
館

成
人
式
該
当
者

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
方

平
成
27
年

新
城
市
成
人
式
の
お
知
ら
せ

TEL

時所

再発見！
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長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
の
様

子
を
描
い
た
『
長
篠
合
戦
図
屏

風
』
を
見
る
と
、
た
く
さ
ん
の

旗
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
旗
に

は
敵
と
味
方
を
分
か
り
や
す
く

す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
殿
様
と
家
臣

は
統
一
さ
れ
た
旗
を
身
に
着

け
、
戦
場
を
駆
け
回
っ
て
い
ま

し
た
。

◆
長
篠
城
主
―
奥
平
家
の
旗

　
『
長
篠
合
戦
図
屏
風
』
の
中

に
長
篠
城
主
奥
平
家
の
旗
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　
旗
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
が

普
段
目
に
す
る
国
旗
の
よ
う
な

長
方
形
の
旗
で
は
な
く
、
い
わ

ゆ
る
幟
旗
の
よ
う
に
縦
に
細
長

い
旗
が
主
流
で
し
た
。

　
奥
平
家
の
旗
も
細
長
い
幟
旗

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
上
か
ら

三
分
の
一
ず
つ
、「
白
」「
朱
」

「
白
」
と
い
う
配
色
に
な
っ
て

い
ま
す
。
長
篠
城
内
に
、
こ
う

し
た
旗
が
数
多
く
は
た
め
い
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
菅
沼
家
の
旗

　
新
城
の
殿
様
で
あ
る
菅
沼
家

の
旗
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
菅

沼
家
の
旗
が
数
点
現
存
し
て
い

ま
す
。
菅
沼
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
宗
堅
寺
に
は
長
さ
が
３
ｍ
の

大
幟
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
殿
様
の
居
場
所
を
示
す
大

幟
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
大
坂

の
陣
で
用
い
ら
れ
た
と
い
う
伝

承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
沼
家
の
旗
は
上
か
ら
、

「
朱
」「
白
」「
朱
」
と
い
う
配
色

に
な
っ
て
い
ま
す
。
菅
沼
家
で

は
、
こ
の
旗
の
こ
と
を
「
中

白
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
　
ま
た
、
背
中
に
付
け
る
長
さ

が
１
ｍ
強
の
背
旗
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
持
ち
主
の

名
前
を
革
で
か
た
ど
り
、
縫
い

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

武
士
の
旗

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

ぼ　
だ 

い  

じ

そ 

う 

け 

ん  

じ

今泉四郎左衛門背旗

　
　
税
務
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、
個
人
市
民
税
・
県

民
税
均
等
割
の
税
額
が
、
平
成
26

年
度
課
税
分
か

ら
１
，
０
０
０

円
（
市
民
税
５

０
０
円
、
県
民

税
５
０
０
円
）

加
算
さ
れ
ま

す
。　
　
　

　

な
お
、「
山

か
ら
街
ま
で
緑

豊
か
な
愛
知
」

を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
の
財

源
と
し
て
、
平

成
21
年
度
か
ら

個
人
県
民
税
均

等
割
の
税
額
が

５
０
０
円
加
算

さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
平
成
30
年

度
課
税
分
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

■
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
に
関

す
る
こ
と

東
三
河
県
税
事
務
所

　
０
５
３
２
‐
35
‐
６
１
２
６

　
　
市
民
保
険
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
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人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で

あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
啓
発
行
事

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

特
設
相
談
所

新
城
地
区

６
月
10
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

新
城
文
化
会
館
１
０
４
会
議
室

作
手
地
区

６
月
10
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

虹
の
郷

鳳
来
地
区

６
月
18
日
㈬

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
ま
ち
の
相

談
相
手
で
す
。
悩
み
ご
と
は
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談
す
る
の

が
解
決
の
近
道
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時所時所時所

そ
の
ほ
か

問
本

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

「
特
設
人
権
相
談
所
開
設
」

TEL

問
本

TEL

問
本

個
人
市
民
税
・
県
民
税
の

均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
す

TEL
TEL

問
本

TEL

問
本

平成26年度から
3,500円
2,000円
5,500円

3,000円
1,500円
4,500円

市民税均等割額
県民税均等割額
合計

平成25年度まで

川売のおいしい
梅干し作り

参加費　大人／1000円　小学生以下／500円
梅　代　１㎏／500円〈予約制〉
※漬け物樽は持参して下さい。参加費に昼食代等も含まれます。

日程は、梅の生育状況により変更する場合がございます。山びこの丘までお問い合わせ下さい。

6月28日
１０：００～

山びこの丘 〒441－1945　新城市玖老勢字新井9
☎（0536）35-1191   ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yamabiko容器（ガソリン携行缶）



　
県
立
豊
橋
聾
学
校 

　
　
0
5
3
2
‐
45
‐
2
0
4
9

　
　
0
5
3
2
‐
47
‐
7
5
4
5

６
月
17
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
20
分

県
立
豊
橋
聾
学
校

聴
こ
え
や
こ

と
ば
に
障
害

の
あ
る
中
学

生
と
そ
の
保

護
者

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
当
て

募
集

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集

手
当
て

そ
の
ほ
か
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［開館時間］
［休館日］

［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
月末、第３月曜日（第３月
曜日が祝日の場合は翌日）
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。後日郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

おすすめ本の紹介

新城図書館のご案内

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

　頼みごとを断れない
イーヨこと伊代太は、
突然お腹の大きい亡き
兄の婚約者と結婚する
ことに…。「猫弁」の
著者の感動作です。

大山淳子 /著　講談社

「イーヨくんの結婚生活」一般書

新
城
警
察
署

　
22
‐
0
1
1
0

道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
す

〜
あ
な
た
の
た
め
に
も
質
問
票
に

　
は
正
し
い
記
載
を
〜

　

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
公
布
の
日
か
ら
１
年
以
内
に

一
定
の
病
気
な
ど
に
係
る
運
転
者

対
策
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

一
定
の
病
気
と
は
、
統
合
失
調

症
、
て
ん
か
ん
、
再
発
性
の
失

神
、
無
自
覚
性
の
低
血
糖
、
そ
う

う
つ
病
、
重
度
の
眠
気
の
症
状
を

呈
す
る
睡
眠
障
害
、
認
知
症
、
そ

の
ほ
か
自
動
車
な
ど
の
安
全
な
運

転
に
必
要
な
認
知
・
予
測
・
判
断

ま
た
は
操
作
の
い
ず
れ
か
に
係
る

催
し・行
事

催
し・行
事

　来る日も来る日も石
を積み続けた、家もな
く貧しい男の一生を描
いています。おなじみ
の「まめうしくん」な
どとは異なる作風の、
深いお話です。

あきやまただし /作
ハッピーオウル社

「いしをつんだおとこ」　絵　本

　のんびりやのノン
キーとまじめなホン
キーの二人がカレー屋
さんを始め、大事なこ
とに気づく、心あたた
まるお話です。

村上しいこ /作  佼成出版社

「ノンキーとホンキーの
　　　　　カレーやさん」

児童本

能
力
を
欠
く
こ
と
の
恐
れ
が
あ
る

症
状
を
呈
す
る
病
気
を
言
い
ま

す
。
　

こ
れ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
、
麻

薬
、
大
麻
、
ア
ヘ
ン
ま
た
は
覚
せ

い
剤
の
中
毒
を
加
え
た
も
の
を
一

定
の
病
気
な
ど
と
総
称
し
ま
す
。

　

免
許
取
得
の
可
否
や
免
許
の
行

政
処
分
は
、
病
気
の
症
状
や
程
度

に
よ
っ
て
個
別
に
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問時所対

時

時

所対定応 内

￥￥ 〆

豊
橋
聾
学
校
高
等
部

見
学
説
明
会

TELTEL

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　
0
5
3
2
‐
93
‐
2
1
0
2

　
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た

め
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。７

月
１
日
㈫
〜
８
月
28
日
㈭

平
日
の
午
後
１
時
〜
５
時
５
分

し
ん
し
ろ
ド
リ
ー
ム
荘

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
文
書
作

成
・
表
計
算
の
操
作
技
能
習
得

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
障

害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
）

の
方
で
、
訓
練
場
所
ま
で
自
身

で
通
え
る
方

７
人
（
面
接
で
選
考
）

受
講
に
は
公
共
職
業
安
定
所

（　

22
‐
１
１
６
０
）
で
の
求

職
登
録
が
必
要
で
す
。

無
料

６
月
４
日
㈬

県
東
三
河
総
局
新
城
設
楽
振
興

事
務
所 

山
村
振
興
課
　

　
　
23
‐
2
1
1
6

　
職
場
で
の
労
働
問
題
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
来
所
・

電
話
に
よ
る
相
談
い
ず
れ
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分

無
料

労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
23
‐
６
１
０
４

問
TEL 警

察
署
だ
よ
り

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
障
害
者
委
託
訓
練
（
要
申
込
）

労
働
相
談
の
ご
案
内

問
TEL

TEL

問
TELTEL

皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。しみんのトビラ 秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

『苺ヨーグルト
     ババロア』

今月の旬な食材

食育推進キャラクター「べにひめ」

　キュートな女の子。いちごのつい
たヤリに刺された相手は恋する甘
酸っぱい気持ちになる。

苺苺苺
☆作り方☆

☆材料☆（４人分）

①ゼラチンを水でふやかしておく。
②苺は飾り用に４個取り分けておき、残りを
フォークでつぶす。

③ヨーグルト、生クリーム、砂糖を混ぜ、②の苺
を加える。

④①を湯煎や電子レンジで加熱してゼラチンを溶
かし、③に加えて混ぜ合わせる。

⑤④を器に流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。取
り置いた苺を飾る。

レシピ：新城市食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

……………200～300ｇ
…400㎖

…………200㎖

苺
プレーンヨーグルト　
生クリーム　

……………大さじ６
……大さじ１

………………大さじ３

砂糖
粉ゼラチン
水

「しんしろ DE カルチャー」とりあえず体験！ 夏期民踊講習会

　新城文化会館で、カルチャー教室のお試し体験をしてみ
ませんか。
パッチワーク（コースター作り）
６月10日㈫　午前10時　　500円（材料費別）

レザークラフト（キーホルダー作り）
６月13日㈮　午前10時　　1,000円（材料費別）

健康ヨガ
６月18日㈬　午前９時30分
500円、ヨガマットレンタル料100円

親子でヨガ（生後３カ月～３歳までのお子さんと保護者）
６月18日㈬　午前11時15分
500円、ヨガマットレンタル料100円
６月５日㈭　※定員になり次第締め切り
定期的なカルチャー教室の募集は、体験後別途ご案内し
ます。

時

時

￥

持

所

講

対

￥

時 ￥

時

￥

時

〆

他

￥

新城文化会館　　23‐2122問 TEL

　夏の盆踊り大会にも役立
つ民踊を、楽しく覚えるこ
とができます。
６月17日㈫
午前10時30分～午後３時
新城青年の家
日本民踊研究会の指導者
どなたでも

講習曲目
晴れ晴れ音頭、鶴亀おど
り　ほか
500円
上ばき、うちわ、てぬぐ
い、お茶、お弁当

民踊研究会
　22‐0580

問 申

TEL

　主に紅ほっぺ、ゆめのかが栽培

されています。栽培面積は559ａ

でナゴヤドーム4.2杯分です。



a la carteしんしろ・知ろう

まちの話題まちの話題まちの話題
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3月20日㈭～４月13日㈰

４月７日㈪

　桜淵公園一帯で新城さくらまつりが開催
されました。祭り期間中は、満開のさくら
の下でさまざまなイベントが行われ、集
まった大勢の観光客が楽しみました。

　市が誘致を進めていました「穂の香看護専門学
校（看護学科3年制）」が開校しました。この日行
われた入学式では、新入生30人が1期生として
新たなスタートを切りました。
　学生らは、市内外の病院やこども園での実習を
通して、患者に寄り添える看護師になることを誓
いました。

満開のさくらの下で

穂の香看護専門学校 開校！

４月21日㈪

　作手歴史民俗資料館では、作手地区で昔使われ
ていた機織り機を復元し、４月から裂き織り体験
教室を開催しています。
　参加者らは、講師から手ほどきを受け、出来上
がりを楽しみに取り組んでいました。

裂き織り体験教室

さくら踊り

市指定文化財「釜屋建民家」でのお茶会



ecoとぴっくすエ コ
Topics環境課  　　　　　　　　23‐7677／　 23‐8388

クリーンセンター　　  　22‐0521／　 22‐0554
地域エネルギー推進課  　23‐7690／　 23‐8388

FAX

FAXTEL

TEL

FAXTEL

問 本
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毎
年
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で

す
。
国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け

て
こ
の
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
環
境
基
本
法

の
中
で
「
環
境
の
日
」
を
定
め
、
多
く

の
人
た
ち
に
環
境
保
全
に
関
心
と
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
、
積
極
的
に
活
動
を

行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

　
６
月
は
、
国
や
市
を
含
め
事
業
者
・

市
民
・
市
民
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
う

「
環
境
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
「
環
境
月
間
」
に
合
わ
せ
、
市

で
は
、「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
４
」
を
６
月
に
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
新
城
市
環
境
基
本
条
例
第
14
条
の
規

定
に
よ
り
「
新
城
市
環
境
審
議
会
」
を

設
置
し
、
学
識
者
お
よ
び
公
募
委
員
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
公
募
委
員

（
７
月
か
ら
任
期
２
年
間
）
を
募
集
し

ま
す
。

 

こ
の
環
境
審
議
会
で
は
、
環
境
の
保

全
と
創
出
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
や

重
要
事
項
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
生
活

環
境
、
自
然
環
境
、
地
球
環
境
の
分
野

に
わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、
審
議
会
と
し
て
市
長

に
答
申
し
ま
す
。

募
集
人
員　
５
人

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

・
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
建

設
的
な
意
見
を
お
持
ち
の
方

・
特
定
の
主
義
・
主
張
を
公
表
す
る
目

的
を
持
た
な
い
方

・
市
の
環
境
に
関
す
る
計
画
づ
く
り
な

ど
の
委
員
会
に
参
加
し
て
い
な
い

方
・
市
役
所
開
庁
時
間
内
の
会
議
に
出
席

で
き
る
方

※
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
別

途
、
作
文
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

電
話
な
ど
に
よ
り
環
境
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
10
日
㈫

　
県
で
は
、
皆
さ
ん
に
環
境
に
つ
い
て

の
関
心
を
広
め
、
環
境
保
全
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、「
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

６
月
11
日
㈬

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

愛
知
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー（
ウ
ィ

ル
あ
い
ち
）（
名
古
屋
市
東
区
）

環
境
保
全
功
労
者
表
彰
式
お
よ
び

イ
ル
カ
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
／
I
U
C
N
国
際
自
然

保
護
連
合
親
善
大
使
）
に
よ
る「
ま

あ
る
い
地
球
〜
未
来
に
向
け
て
共

に
生
き
る
〜
」
と
題
し
た
講
演
。

※
講
演
は
お
話
の
み
で
歌
は
あ
り
ま
せ

ん
。

無
料

８
０
０
人
（
先
着
順
）

愛
知
県
環
境
部
環
境
活
動
推
進
課

　
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
２
０
８

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
シ
ニ
ア
カ
ー　
・
ベ
ビ
ー
カ
ー

・
唐
箕

・
食
卓
用
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
６
脚

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
④
品
名
と
特
徴
を
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
22
‐
0
5
2
1

と 

う  

み

TEL

問

　
昨
年
も
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に

か
け
、
黒
い
小
さ
な
虫
が
大
量
に
発
生

し
て
困
っ
て
い
る
と
の
相
談
が
環
境
課

に
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
コ
バ
エ
」
の
特
徴

・
体
長
は
約
２
㎜
、
黒
色
。

・
雨
の
多
い
時
期
、
雨
の
あ
と
な
ど
の

湿
度
が
高
い
日
に
多
く
発
生
。

・
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、
夜
明
け
か
ら

午
前
10
時
ご
ろ
ま
で
。

・
人
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
が

屋
内
に
侵
入
す
る
た
め
不
快
。

「
コ
バ
エ
」
の
生
態
な
ど

・「
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
」
科
の
一

種
と
考
え
ら
れ
る
。

・
幼
虫
は
、
主
に
朽
木
の
腐
っ
た
部
分

や
有
機
質
に
富
ん
だ
土
壌
中
に
生

息
し
、
周
辺
の
堆
肥
や
植
木
鉢
な

ど
か
ら
も
突
発
的
に
発
生
。

・
近
年
、
東
海
地
域
（
豊
橋
市
や
静
岡

県
、
岐
阜
県
の
一
部
な
ど
）
を
中

心
と
し
て
大
量
発
生
し
て
い
る
。

※
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
を
通
じ

コ
バ
エ
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
が
、

大
量
発
生
の
理
由
や
コ
バ
エ
の
発

生
源
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

「
コ
バ
エ
」
の
対
処
法

 

現
在
、
特
に
有
効
な
防
除
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
環
境
課
で
調
べ
た
主
な

情
報
は
次
の
通
り
で
す
。

・
窓
や
ド
ア
は
で
き
る
だ
け
開
放
せ
ず

に
、
窓
に
は
目
の
細
か
い
網
戸
を

取
り
付
け
る
。

・
部
屋
の
換
気
扇
を
朝
の
時
間
帯
は
止

め
る
。

・
発
生
源
と
な
り
や
す
い
庭
の
花
壇
や

プ
ラ
ン
タ
ー
を
、
で
き
る
だ
け
風

通
し
が
良
い
状
態
に
保
つ
。

・
側
溝
の
掃
除
、
刈
り
草
な
ど
も
き
ち

ん
と
整
理
し
常
に
清
潔
を
保
つ
。

・
出
入
口
付
近
で
の
扇
風
機
使
用
や
、

網
戸
の
外
で
蚊
取
り
線
香
を
た

く
。

・
網
戸
の
サ
ッ
シ
周
り
に
水
を
ま
く
。

 

こ
の
ほ
か
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で

実
践
し
、
有
効
な
防
除
対
策
な
ど
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
環
境
課
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
市
で
は
引
き
続
き

有
効
な
対
処
法
に
つ
い
て
情
報
収
集
に

努
め
、
逐
時
、
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
て

い
き
ま
す
。

　
環
境
課

　
　
23
‐
７
６
７
７

　
　
23
‐
８
３
８
８

　

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

「
環
境
の
日
」
と
は

環
境
月
間
県
民
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

「
環
境
月
間
」
と
は

新
城
市
環
境
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
こ
の
地
域
に
存

在
す
る
「
水
力
」
が
持
つ
賦
存
量
を

「
知
り
」、「
見
る
」
こ
と
の
で
き
る
機

会
を
創
出
し
、
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
簡
易

型
水
力
発
電
機
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

貸
出
対
象

　
市
民
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体

貸
出
条
件

①
地
域
貢
献
と
し
て
の
用
途
で
利
用

②
運
用
状
況
な
ど
の
報
告
書
を
市
へ
提

供
③
水
力
発
電
機
の
適
正
管
理

貸
出
台
数

１
団
体
な
ど
に
つ
き
１
台

貸
出
期
間

６
カ
月
以
内
。
状
況
に
よ
り
延
長

可
。

貸
出
料
金

無
料

禁
止
事
項

①
直
接
営
利
を
目
的
と
し
た
使
用

②
第
三
者
へ
の
貸
与
、
転
貸
し
、
質

入
、
占
有
、
処
分
な
ど

③
水
力
発
電
機
等
本
体
の
改
造
、
塗

装
、
装
飾
な
ど

　
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課

　
　
23
‐
７
６
９
０

簡
易
型
水
力
発
電
機
の

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
田
の
あ
ぜ
や
畑
の
草
が
伸
び
る
季
節

と
な
り
、
刈
り
取
っ
た
草
を
田
や
畑
で

燃
や
し
て
処
分
し
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
行
為
は
一
般
的
に

「
野
焼
き
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
来
こ

の
行
為
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。【
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の

両
方
】
と
い
う
、
重
い
罰
則
も
あ
り
ま

す
。
　
し
か
し
、
全
て
の
野
焼
き
行
為
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
生
活

を
営
む
と
い
う
観
点
か
ら
認
め
ら
れ
た

例
外
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は

●
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

●
た
き
火
そ
の
ほ
か
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の

と
い
う
項
目
も
あ
り
、
田
の
あ
ぜ
草
や

畑
の
草
の
処
分
は
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
。
　
た
だ
し
、
野
焼
き
を
行
わ
な
く
て
も

処
理
で
き
る
方
法
が
あ
る
場
合
は
、
野

焼
き
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
や
む
を

得
ず
焼
却
す
る
場
合
は
、
火
事
に
気
を

付
け
る
だ
け
で
な
く
、
煙
へ
の
配
慮
も

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
近
隣
へ
の
配

慮
（
風
の
強
さ
や
向
き
、
焼
却
す
る
時

間
や
場
所
）
や
消
火
用
水
の
用
意
、
焼

却
量
の
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
野
焼
き
に
頼
ら
ず
、
①
（
少
量
の
場

合
）
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
す
。
②

（
大
量
の
場
合
）
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
す
る
。
③
土
に
還
す
。
な
ど
の

方
法
を
用
い
、
で
き
る
限
り
野
焼
き
は

行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
周
辺
住
民
な
ど
か
ら
煙
な
ど
で
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
例
外
の
場

合
で
あ
っ
て
も
、
指
導
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

毎
年
６
月
５
日
は

　

「
環
境
の
日
」

６
月
は

　

「
環
境
月
間
」
で
す

毎
年
６
月
５
日
は

　

「
環
境
の
日
」

６
月
は

　

「
環
境
月
間
」
で
す

「
コ
バ
エ
」の
大
量
発
生
に
つ
い
て

時所内￥定問
TEL

TELFAX

問
本

鳳来寺山自然科学博物館
より提供

em

TEL

問
本

〆 応 対
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